
 
 

コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
の
シ
ー
ナ
・
ア
イ

エ
ン
ガ
ー
教
授
は
、

一
九
六
九
年
カ
ナ

ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で

   （１） 

 

 

ほ
ぼ
賃
上
げ
が
な
い
状
況
で
、
何

よ
り
も
人
間
ら
し
く
生
活
で
き

る
賃
金
の
獲
得
が
最
も
重
要
な

課
題
で
す
。
昨
年
１
１
月
に
発
表

さ
れ
た
平
成
２
５
年
度
３
月
期

の
中
間
決
算
で
は
、
事
業
会
社
は

経
常
利
益
で
２
９
０
億
円
、
当
期

純
利
益
で
１
２
０
億
円
の
黒
字

を
見
通
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「
単
黒
」
（
単
年
度
黒
字
）
は
達

成
で
き
た
の
で
す
。
局
会
社
と
合

わ
せ
れ
ば
５
０
０
億
円
の
経
常

利
益
、
３
５
０
億
円
の
純
利
益
を

上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
社
に
は
賃
上
げ
を
行
う
「
体

力
」
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

郵
政
に
は
２
０
万
人
の
非
正

規
労
働
者
が
働
い
て
い
ま
す
。

「
年
繁
時
の
格
差
」
を
見
る
ま
で

も
な
く
、
正
規
と
の
格
差
は
歴
然

と
し
て
い
ま
す
。
正
社
員
化
の
道

も
月
給
制
か
ら
の
登
用
に
戻
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
４
月
１

日
か
ら
労
働
契
約
法
改
正
さ
れ
、

第
２
０
条
で
「
不
合
理
な
労
働
条

件
の
禁
止
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

有
期
と
い
う
雇
用
契
約
を
理
由

に
無
期
と
の
「
不
合
理
な
労
働
条

件
」
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。
郵
政
が

社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
は
非
正

規
組
合
員
が
数
多
く
い
る
「
混
合

組
合
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
第
２

０
条
を
武
器
に
、
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
改
善
、
均
等
待
遇
の
実
現

を
勝
ち
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

１
３
春
闘
、
組
合
員
の
団
結
と

行
動
で
元
気
な
春
闘
と
し
て
闘

い
、
少
し
で
も
目
に
見
え
る 

成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
こ
う
。
組

合
の
力
を
精
一
杯
、
発
揮
し
て
い

こ
う
。 

 
 

 

東
京
地
本
の
春
闘
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
の
取
り
組
み
は
、
連
合
主

導
の
中
で
低
迷
す
る
１
３
春
闘

に
“
喝
”
を
入
れ
、
元
気
の
出
る

春
闘
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。
タ
カ
派
、
新
自
由

主
義
の
安
倍
政
権
が
誕
生
し
、
経

営
側
も
頑
な
に
賃
上
げ
を
拒
ん

で
い
る
中
で
、
み
ん
な
で
声
を
出

し
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

今
１
３
春
闘
、
民
営
化
以
降
、

正
社
員
、
時
給
制
契
約
社
員
と
も
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生
ま
れ
た
。
両
親
は
イ
ン
ド
か
の
移

民
で
シ
ー
ク
教
徒
。
三
歳
の
と
き
ア

メ
リ
カ
へ
移
住
す
る
が
当
時
目
を

患
っ
て
い
て
、
高
校
生
に
な
る
頃
に

は
視
力
を
失
っ
て
し
ま
う
。
▼
厳
格

な
シ
ー
ク
教
に
従
い
着
る
も
の
ま

で
決
め
ら
れ
て
い
た
彼
女
は
、
ア
メ

リ
カ
の
教
育
を
受
け
る
中
で
「
自
分

で
選
ぶ
こ
と
」
の
力
を
、
選
択
と
い

う
テ
ー
マ
で
研
究
す
る
こ
と
に
な

る
。
▼
彼
女
の
著
し
た
「
選
択
の
科

学
」（
文
藝
春
秋
社
刊
）
が
面
白
い
。

「
選
択
は
人
間
に
活
力
を
与
え
」

「
選
択
権
を
持
つ
こ
と
は
生
き
物

の
基
本
的
欲
求
で
あ
る
」
と
。
十
分

に
与
え
ら
れ
た
「
食
事
」
で
選
択
の

余
地
の
無
い
動
物
園
の
動
物
は
、
野

生
の
動
物
よ
り
寿
命
が
圧
倒
的
に

短
い
の
だ
と
か
。
▼
「
選
択
は
人
生

を
切
り
開
く
力
に
な
る
」
と
の
現
実

感
は
薄
い
が
、
「
衝
動
の
た
め
に
長

期
的
な
利
益
を
犠
牲
に
す
る
選
択
」

に
は
思
い
当
た
る
こ
と
が
多
い
。
▼

日
々
の
買
い
物
か
ら
政
権
の
選
択
、

そ
の
選
択
に
よ
り
変
化
を
続
け
る

社
会
や
職
場
、
そ
し
て
自
身
。
選
択 

し
た
結
果
へ
の
責
任
と
自
身
の
成

長
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
見
た

い
。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（
道
） 

 
 

 
 

 

 

東
京
地
本
は
２
月
１
日
、
１
３
春
闘
の
第
一
歩
と
し
て
全
１
日
の
春
闘
キ
ャ

ラ
バ
ン
行
動
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
各
局
で
の
早
朝
ビ
ラ
配
布
か
ら
始
ま

り
、
Ａ
コ
ー
ス
、
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
Ａ
コ
ー
ス
は
１
０
時
か
ら
武
蔵
野

局
、
１
２
時
か
ら
新
宿
北
局
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
同
じ
く
豊
島
局
、
深
川
局
と
４

局
で
の
局
前
情
宣
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
出
発
時
、
昼
帰
局
時
の
集
配

労
働
者
へ
の
効
果
的
な
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。
１
４
時
か
ら
は
東
京
支

社
で
の
行
動
を
３
０
名
で
行
い
ま
し
た
。
１
４
時
か
ら
は
日
航
の
不
当
解
雇

と
闘
う
Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団
（
１
７
名
参
加
）
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
Ｓ
Ｌ
広

場
前
で
６
０
名
の
参
加
で
大
情
宣
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

 

時給ＵＰ、正社員化と 

均等待遇を求めて 



 

 

 

福
島
県
の
南
相
馬
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
い
っ
て
き
ま
し
た
。

練
馬
支
店
か
ら
は
３
名
が
参
加

し
、
大
泉
支
店
２
名
、
芝
支
店
、

新
宿
北
支
店
で
働
い
て
い
る
人

で
計
７
名
で
す
。
南
相
馬
に
い

く
の
に
は
途
中
の
道
路
が
原
発

事
故
の
影
響
か
ら
通
行
禁
止
の

た
め
に
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

禁
止
地
域
は
わ
ず
か
３
０
分
で

目
的
地
に
つ
く
の
に
３
時
間
も

余
計
に
か
か
っ
た
た
め
に
東
京

の
練
馬
駅
９
時
３
０
分
出
発
か

ら
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
た
の
は
１
８
時
過

ぎ
で
約
９
時
間
も
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
通
行
禁
止
区
間

を
事
前
に
知
っ
て
い
れ
ば
、
あ

る
い
は
道
路
公
団
が
再
三
に
わ

た
っ
て
周
知
を
し
て
い
れ
ば
こ

う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
南
相
馬

は
遠
い
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。 

 
 

（
つ
づ
く
） 

 

２
０
１
３
年
新
春
の
つ
ど
い

が
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
統
一

後
、
初
め
て
開
催
さ
れ
る
今
回

は
、
総
勢
１
２
０
名
の
参
加
で

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
情
勢
・

職
場
・
春
闘
が
話
さ
れ
、
こ
れ

か
ら
の
運
動
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

葛
飾
支
部
の
女
性
組
合
員
の
乾

杯
で
は
じ
ま
り
、
次
に
新
入
組

合
員
の
紹
介
で
参
加
し
た
３
名

の
方
が
あ
い
さ
つ
し
、
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。 

ま
た
多
く
の
来
賓
が
参
加
さ

れ
、
あ
い
さ
つ
激
励
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

第
二
部
で
は
、
目
黒
支
部
の
組

合
員
森
永
太
郎
さ
ん
、
南
風
す

す
む
バ
ン
ド
の
み
な
さ
ん
、
郵

便
合
唱
団
の
み
な
さ
ん
の
歌

と
演
奏
で
お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
く
じ
引
き
で

は
豪
華
景
品
が
多
数
用
意
さ
れ

当
選
者
は
笑
顔
で
受
取
っ
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
ス
ク
ラ
ム
で

歌
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

（２） 

２０１３年２月７日（木） 第７号 

    

 

当
面
の
行
動
日
程 

 

２
月
１
日
（
金
） 

春
闘
キ
ャ
ラ
バ
ン 

２
月
２
・
３
日
（
土
・
日
） 

 
 
 

中
央
委
員
会 

 

２
月
７
日
（
木
） 

 
 
 

地
本
執
行
委
員
会 

 
 
 

Ｊ
Ａ
Ｌ
控
訴
審 

 

２
月
８
日
（
金
） 

 
 
 

２
・
８
中
央
総
行
動 

 
 

 

全
国
地
本
書
記
長
会
議

（
８
・
９
日
） 

 

２
月
１
４
日
（
木
） 

 
 
 
 

支
部
長
会
議
（
書
記
長
） 

 

２
月
１
５
日
（
金
） 

 
 
 

権
利
春
闘
行
動 

 

２
月
２
４
日
（
日
） 

 
 
 

春
闘
学
習
決
起
集
会 

 

３
月
１
日
（
金
） 

 
 
 

本
社
前
集
会 

  
 
 

 

新春ナンバープレイス解答 

答えは・・・Ａ＝１  Ｂ＝３でした。 

正解者には図書カードをお送りします。 

解答者から寄せられた職場の様子をご紹介します。 

12 月 29 日に書いています。25 日から連続４Ｈの超勤です。

郵便労働者は心の中では言いたい事だらけでしょうが、この時

期、文句も言わず、モクモクとやっています。（小石川・Ｋ） 

 目黒の年末繁忙は大変でした。総選挙、都知事選と重なり、

例年より忙しく、12 月 10 日頃から超勤３Ｈ～４Ｈのところも

ありました。また、社員に対しては、休息時間を各班、個人任

せに管理者がしたのでほとんどの人が休息を取らずに仕事を

していた。組合として休息時間取得を促す放送をするようにと

申し入れた。12/31 は、22 班中 3 分の 1 が超勤 4Ｈでした。残

りの班は３Ｈでした。元旦は、全員 7 時出勤で３Ｈの超勤で皆

クタクタです。 （目黒・Ｈ） 

 支部単独での旗開きが不可能となり、今年は小石川支部と合

同での開催となりまし。 （赤羽・Ｈ） 

 年末の職場は大混乱でした。特に 12 月初旬は「選挙」専担

者が出せず、分室から応援をもらいながらなんとか。また、年

末に向けての業研すら開こうとせず、ミーティング（朝礼）の

中での周知ですまそうとしていました。深夜勤が多いので周知

すら聞いていない社員も少なからずいる状態です。どこの職場

もそうですが、窓口課は特に様々な業務を抱えています。増員

を強く要求します。 （銀座・Ｏ） 

熱唱する森永太郎さん 

主催者あいさつ 鵜島委員長 

今
年
も
ス
キ
ー
交
流
会 

 

組
合
統
一
後
初
め
て
の
、
東

京
地
本
主
催
の
ス
キ
ー
交
流
会

が
、
１
月
２
０
日
か
ら
２
２
日

ま
で
、
群
馬
県
尾
瀬
岩
鞍
ス
キ

ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
人

や
、
ス
キ
ー
交
流
会
だ
け
し
か

ス
キ
ー
を
し
な
い
人
も
、
雪
不

足
の
心
配
も
な
く
三
日
間
思
う

存
分
ス
キ
ー
を
楽
し
む
事
が
出

来
ま
し
た
。 

 

夜
の
交
流
会
で
は
、
ス
キ
ー

の
話
だ
け
で
は
な
く
、
各
職
場

の
実
態
な
ど
年
々
悪
化
し
て
い

る
状
況
な
ど
が
出
さ
れ
、
改
め

て
労
働
組
合
の
必
要
性
を
認
識

し
ま
し
た
。 

 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
来
年
も
こ
の
時

期
に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

  



 


